
留萌のニシン街道（旧佐賀家漁場、旧花田家番屋と生活文化）

～ヤン衆の唄が響いたニシン漁場～

ニシン漁は、松前藩の時代から北上
するニシンを追い千石場所を変えな
がら、地域にさまざまな物語を残し
た。豊漁、薄漁、凶漁と気まぐれに
押し寄せるニシンに翻弄され、いっ
たん群来を見ると番屋では数の子や
身欠きニシン作りにあけくれた。あ
る年、ニシンは忽然と姿を消したが、
そんなニシン漁の賑わいをニシン街
道の番屋と生活文化が今に伝える。


